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挨拶する富岡秀太さ
ん 

 講演する五味馨さん 

講演を聞く参加者の皆さん 
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二酸化炭素の吸収・固定が重要であることが指

摘されました。特に家庭での省エネでは，給湯，

冷暖房，調理，冷蔵庫で 70％と相対的に多くの

エネルギーを使用しており，これらの省エネと

併せて省エネ機器の選択の重要性が指摘されま

した。エアコンの消費電力は機種によって 1.5

倍の差があるが，冷蔵庫などはあまり容量に依

存しないことが示されました。また，V2H

（Vehicle to Home）など，電気自動車を夜間住

宅に利用するなどカーボンニュートラルは安

全・安心，快適生活への転換でもあることが指

摘されました。 

転換②では 2019 年台風 19 号などの災害を示

し，すでに温暖化に起因する自然災害が発生し

ており，その対策としての適応策の検討の必要

性が示されました。特に，図 2 に示した影響か

ら，洪水・渇水対策，熱中症対策，農法や品種

改良などの対策の必要性が指摘されました。洪

水対策では降水量が増大しており，ハザードマ

ップの改訂が必要であること，熱中症対策では

日傘の利用で 3℃程度差が出ること，品種改良

では高温耐性品種の開発が重要であるが，福島

県では米の生産量が増加する傾向にあることな

ども紹介されました。 

転換③ではカーボンニュートラルと併せて

SDGs など多目標，多課題を同時に解決すること

の必要性や環境と経済の両立，安全・安心な社

会づくりとしての相乗効果が紹介されました。

その一方で，例えばバイオエネルギーの生産と

食糧生産が土地利用で二律背反する事象もあり，

多目標の達成は容易な課題でないことも示され

ました。 

講演の中では，温暖化対策としての緩和や適

応も基本は一人ひとりが自分事として取り組む

必要があり，一人ひとりが取り組める環境づく

りとしての SDGs の 2030 年達成が重要な課題に

なっていること，また，温暖化問題は経済負担

が大きいことが伝えられていますが，脱炭素社

会づくりは，今まで通りにはいかないものの，

地域の課題や経済に大きく貢献するものである

ことも重要な視点であることが理解できました。

こうした観点は，現在福島県で進められている

「未来のために 今やろう ゼロカーボン福島」

のスローガンや地球にやさしい”ふくしま”宣言

が大きな意味を持っていることを感じさせる講

演でした。 

次回は 1 月 23 日「再生可能エネルギーについ

て」講師は服部靖弘さんです。        

図 1 講演で示されたグリーン成長戦略（経済産業省，2021 年，グリーン成長戦略（概要）より引用） 

図 1 講演する五味馨さん 

図 2 講演で示された影響と適応策の一覧 


